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町
田
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
の
推
進
に
向
け
て
、
ご
み
に
な

る
も
の
を
作
ら
な
い
・
燃
や
さ
な
い
・
埋
め
立
て
な
い
こ
と
を
基
本
に
、

「
ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
」
を
設
け
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
市
民

の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
の
推
進
を
持
続
的
に
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、

町
田
市
に
お
け
る
減
量
・
資
源
化
の
具
体
的
な
方
策
を
提
案
し
て
い
た
だ

き
、
ま
と
め
ら
れ
た
方
策
を
市
に
報
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
で
の
方
策
の
実
証
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
田
市
長　
　

石　

阪　

丈　

一

ご
み
に
つ
い
て
考
え
よ
う

ご
み
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！！

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
、
使
い
捨
て
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
が
増
え
続
け
る
こ
と
は
「
埋
め
立
て
地
が
満
杯
に
な
っ
て
困
る
」
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
地
球
の
温
暖
化
や
、
人
々
や
生
き
物
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
も

い
ま
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
は
家
に
持
ち
込
ま
な
い
、
家
か
ら
ご
み
を
出
さ
な
い
、
繰
り

返
し
使
え
る
も
の
は
何
度
も
使
う
、
繰
り
返
し
使
え
な
い
も
の
は
、
資
源
と
し
て

活
用
す
る
な
ど
、
ご
み
減
ら
し
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

ご
み
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
地
球
環
境
を
守
る
第
１
歩
！
で
す
。

ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
は
９
月
に
開
催
予
定
で
す

ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
は
９
月
に
開
催
予
定
で
す

　

今
回
募
集
す
る
ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
の
１
回
目
の
会
議
は
９
月
に
町
田
リ
サ
イ

ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
の
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
委
員
相
互
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
き
ま
す
が
、
月
１
回
程
度
で
、
参
加
し

や
す
い
土
曜
・
日
曜
日
な
ど
の
開
催
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
会
議
は
、
一
般
公
募
委
員
約　

人
の
ほ
か
、
地
域
選
出
か
ら
の
委
員　

人

５０

１０

な
ど
に
よ
り
、
概
ね　

人
で
構
成
。
会
議
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
学
識
経
験
者

６０

や
、
会
議
の
進
行
管
理
役
と
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
参
加
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
具
体
的
方
策
を
検
討

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
具
体
的
方
策
を
検
討

　

ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
で
は
、
２
０
０
７
年
８
月
末
を
目
途
に
、
地
域
で
実
践
で

き
る
ご
み
減
量
・
資
源
化
の
方
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

主
な
検
討
事
項
は
、
①
発
生
抑
制
②
分
別
の
徹
底
③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収

集
・
資
源
化
④
生
ご
み
の
資
源
化
の
４
項
目
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
で
は
、
市
民
の
方
の
ご
み
の
減
量
や
資
源
化
の
方
策
の
提

案
を
も
と
に
、
委
員
の
方
全
員
で
の
話
し
合
い
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
地
域
で
実
践
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
の
具
体
的
方
策
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環境先進都市を目指して�

ごみゼロ市民会議委員を募集します�ごみゼロ市民会議委員を募集します�
環境先進都市を目指して�
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ごみ減量・資源化の具体的方策を検討していただきます

応募専用はがきでご応募下さい

専
用
は
が
き�

ごみゼロ市民会議
専用はがきでご応募下さい
あなたの「提案」を書いて７／３１までに

募募募募募募募募募募募 集集集集集集集集集集集 内内内内内内内内内内内 容容容容容容容容容容容

▼対　　象　市内在住で１８歳以上（２００６年４月１日現在）の方で、ごみゼロに向け

たごみの減量・資源化に関心があり、検討された方策を自ら地域で積

極的に実践していただける方

▼募集人員　５０人程度（応募多数の場合は抽選となる場合があります）

▼活動内容　ごみゼロに向けたごみの減量・資源化の方策を委員相互で話し合いな

がら検討し策定します。会議は月１回程度、土・日曜日などの開催を

予定しています。

▼委嘱期間　２００６年９月から２００７年８月までの予定

▼謝　　礼　１回につき２０００円程度

応応応応応応応応応応応 募募募募募募募募募募募 方方方方方方方方方方方 法法法法法法法法法法法
左の「応募専用はがき」（切手不要）を切り取り、必要事項と「①発生抑制②分別

の徹底③プラスチックの分別収集・資源化④生ごみの資源化」の中からテーマを選

択し（複数可）、ごみの減量・資源化につながる具体的な実践方法のご提案を２００

字～４００字以内で記入し、７月３１日（消印有効）までにごみ減量課へ。

なお、結果は８月末までに、応募者全員にお知らせします。

選選選選選選選選選選選 考考考考考考考考考考考 基基基基基基基基基基基 準準準準準準準準準準準
個人・団体に対する誹謗・中傷が記述されたもの及びごみ減量・資源化に関する記

述のないものはご遠慮願います。

特特特特特特特特特特特 記記記記記記記記記記記 事事事事事事事事事事事 項項項項項項項項項項項
・この会議は、公開で行われます。

・お送りいただいた応募はがきは、個人を特定できる部分を除き、公開される場合

がありますので、あらかじめご承知おき下さい。
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ごみ減量・資源化の検討課題

題名�
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リ
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ごみダイエット忍者ワケ丸一家が

課題解決のお供をいたします

　出てきたごみを資源として出し、リサイクルする

ことも重要ですが、ごみになるようなものは家に持

ち込まない、だからごみは出ないというのが発生抑

制です。使い捨て製品は使わずに、使い切る、使い

回すことがごみの発生を抑制しているのです。

　シャンプーや洗剤など、詰め替
え商品が店頭には数多く並んでい
るわ。こうした商品を買うことを
常日頃から心がければ、家のごみ
は減るわよ。

ごみの分別ごみの分別
　ごみの中から資源として分別されたものは、もう一度命を与えられ

て再生されています。例えば、ビンはビンに、アルミ缶はアルミ缶

に、スチール缶は建築資材などにリサイクルされています。昨年１０月

から集積所回収の始まったペットボトルは、文房具、ハンガー、洗剤

用ボトル、作業着、カーペットなどに生まれ変わります。

　分別せずに、資源をごみで出すことは、最高にもったいない！こと

なんです。

プラスチックごみプラスチックごみ
　プラスチックごみは、重量比で燃やせるごみの

中で生ごみに次いで２番目、燃やせないごみでは

１番多いごみになっています。

　プラスチックは、私たちの暮らしのあらゆると

ころに存在します。例えば、食品容器・包装、台

所用品、スポーツ用品、おもちゃ、電気製品な

ど、プラスチックでできたものがあります。

　そのため、プラスチックごみも増えました。

　プラスチックの原料は石油です。石油は無限に

あるものではなく、限られた天然資源の一つで

す。使い捨てごみとして処理することはいいこと

ではありません。

　スーパーなどで見かけるイチゴや魚や卵などを包装した

プラスチック容器の多くには�のマークがついています。

このマークは、資源化の対象となるプラスチック製容器包

装につけられ、プラスチックの分別をしやすくしていま

す。

　家電製品などを保護した発泡スチロールは、現在、燃や

せるごみとして処理されていますが、買ったお店に戻す方

法や新たな分別による資源化の方法、あるいは発泡スチロ

ール以外の緩衝材による梱包など、これ以上プラスチック

ごみを出さない新たな方法を考えなければなりません。

　燃やせるごみの重量比で約４割が生ごみです。この

生ごみが減らせれば、ごみの大幅な減量につながりま

す。

　町田市では生ごみダイエットの試みとして３つのス

テージを考えました。お買い物でのダイエット、台所

でのダイエット、そしてごみを出すときのダイエット

です。

　お買い物では、必要なものだけを買うことが重要で

す。特売で買いすぎたため腐らせてしまったり、賞味

期限が過ぎたので捨ててしまったりしていませんか。

　台所でのダイエット。料理は作りすぎると食べ過ぎ

てしまいます。あげくの果てに食べ残し、ごみになっ

てしまいます。作りすぎないことが大切です。

　生ごみを微生物や電気の力でたい肥に変えてくれ

る、生ごみ処理機器があります。生ごみ処理機器を使

いたい肥化することで、生ごみを資源として活用する

こともできます。

●ワケ丸●
我らがヒーロー、ごみダイエット忍者。
ひたすら町田を愛し、ごみダイエットに
命をかける。「ごみ分けの術」「ことわ
りの術」を得意とする。

●コワケ丸●
ワケ丸の子分だが、本当は－�
今はワケ丸夫婦の家で一緒に暮らしてい
る。「ごみ分けの術」「へらしの術」
「袋返しの術」と細かい分別が得意なの
でコワケ丸と言うわけだ。

●おリサ●
ワケ丸のワケあり女房。「使い回しの
術」に長けており、繰り返し同じものを
使うだけでなく、不用になったものもリ
サイクルせずにはいられない。

詰め替え商品を選べば、
不要なごみを
　　　　減らせるべし

　

ビ
ン
・
カ
ン
は
い
ず
れ
も
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
。

　

出
す
際
、
中
身
を
全
部
出
し

て
、
容
器
を
す
す
ぐ
の
だ
よ
。

　

カ
ン
は
つ
ぶ
せ
る
も
の
は
つ
ぶ

し
て
ね
。

ビ
ン
・
カ
ン
は

　
　
　
　

資
源
に
な
る
。

必
ず
わ
け
る
べ
し

　品物が壊れないよう幾重にも包んで
あるのは一見、丁寧だけれど、商品を
取り出せばごみと化す。できるだけ簡
易包装を心がけよう。
　また、過剰な包装は断るべし。余分
なごみが確実に減るはずさ。

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

レ
ジ
袋
は
ガ
ン
コ
に
断
る
べ
し

　

買
い
物
の
た
び
に
も
ら
う
レ
ジ
袋

も
、
知
ら
な
い
う
ち
に
た
ま
っ
て
、
ご

み
の
山
と
な
る
。

　

買
い
物
の
と
き
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
す
る
べ
し
。

　

大
き
な
レ
ジ
袋
１
枚
で
約　

グ
ラ
ム

１５

の
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
の
だ
よ
。

　おリサは言う。「我が家で要ら
ないものは、他の御方に使ってい
ただきましょう」と。
　フリーマーケットに夫婦で出る
のも楽しい。
　なぜかコワケ丸がついてくる
が、それもまた楽し。みんなであ
るものを使いまわすのココロが大
切じゃ。

フリーマーケットを利用して
他人のものでも使いまわすべし

発生抑制発生抑制

生ごみ生ごみ

　特売のチラシを見ると無性に心踊る
ものである。
　すぐにも飛び出していき、買いに行
きたい衝動にかられがちじゃ。そんな
気持ちを抑えるためにはダンス、ダ
ンス、ダンス！踊りのほうが楽しくな
って、きっと買い物へ行って余計なも
のを買いたい気持ちが消えていくはず
だよ。

特売で、踊る心は踊って解消

専
用
は
が
き�

　ごみ減量・資源化のための４つの
課題の中からテーマを選択し（複数
可）、ごみ減量・資源化につながる
あなたのご提案を２００～４００字以内、
横書きでお書き下さい。

無意味に過剰な包装は
　　　　　　　　断るべし


